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【はじめに】

伝染性気管支炎 (以 下 IB)は 、 届 出伝染病で、ウイルス株によって

は 腎 機 能 障 害 に よ り 死 亡 率 が 上 昇 す る 1 )。 IB対 策 と し て ワ ク チ ン は

有効な手段であるが、 IBに は 多 様な抗 原性があるため予防対策が困

難である 2 )。 IBは 、 全 国で例年 20戸 程 度 の発生が報告されている 3 )。

平 成 30年 6月 管 内 の 地 鶏 農 場 で 腎 炎 型 の IBが 発 生 し た 。 県 内 で は 平

成 22年 以 来 の発生である。当農家で、 ワクチンを全く接種していな

いことが判明したので、各種疾病の 発生予防のため、ワクチン接種

指導を実施した。

【発生概要】

当 該 地 鶏 農 場 は 、 約 1, 0 0 0羽 飼 養 し て お り 、 ワ ク チ ン は 非 接 種 で

あ る 。 県 外 よ り シ ャ モ (G)の 雄 、 横 斑 プ リ マ ス ロ ッ ク (B P )の 雌 を 初

生ヒナで導入している。育成後、自然交配により有精卵を孵化させ、

コマーシャル鶏 (G× BP)を 約 4か 月 飼養、食肉処理し販売している。

こ れ ま で 斃 死 は ほ と ん ど な か っ た が 、 平 成 30年 6月 、 1～ 3羽 の 斃 死

が 3日 間 続 き 、 サ ル フ ァ 剤 を 投 与 す る も 斃 死 が 続 い た た め 、 病 性 鑑

定を実施した。

【病性鑑定】

材 料 は 9羽 で 、 病 性 鑑 定 に よ り 、 ② ～ ④ で 、 腎 炎 型 の IB、 そ れ 以

外でコクシジウム症と診断された。 (表 1) 方 法 は 、病理学的検査、

寄生虫学的検査、細菌学的検査は定 法にて実施した。ウイルス分離

は 、 気 管 ・ 腎 臓 ・ 直 腸 の 乳 剤 上 清 を 発 育 鶏 卵 尿 膜 腔 内 に 接 種 し 3代

継 代 し た 。 遺 伝 子 検 査 は 、 尿 膜 腔 液 (2・ 3代 目 )は RT- P C R・ RF L P ( S

遺 伝 子 )、 乳 剤上清は RT-PCR・ Neste d PC R（ N遺 伝 子 ）を実施した。

更 に 腎 臓 ③ の 4代 目 は 動 衛 研 で 遺 伝 的 解 析 を 実 施 し た 。 結 果 は 、 病

理学的検査では、②～④について、 気管充血、腎腫大、非化膿性気

管支炎、尿細管間質性腎炎が認めら れた。免疫組織化学検査では、

腎臓で、 IBウ イ ル ス抗原が検出された。 (表 2) ③ の 鶏 の腎臓の HE染

色 で は尿細管上皮の壊死・剥離など が認められ、免疫組織化学検査

では、尿細管上皮に IBウ イ ル ス抗原が検出された。 (図 1) ウ イル ス

学 的 検 査 で は 、 ③ の 気 管 ・ 腎 臓 、 ⑥ ～ ⑨ の 直 腸 よ り 、 IB Vは 分 離 さ

れ、 3代 目 までに全て写真のような鶏 胚発育不全が認められた。 (図

2) ② ～④以外では IBは 発症には至らなかったと考えられる。また、

腎臓③の 4代 目尿膜腔液を用いた遺伝子解析では、系統樹解析より、



J P - 1遺 伝 子 型の系統に属していた。 (図 3) 寄 生 虫 ・細菌学的検査で

は、②～④以外全てで、コクシジウムオーシストが検出された。(表

3) 細 菌 学 的検査では、④と⑦の 2羽 よ り大腸菌が分離されたが、二

次的感染と考えられる。以上より、 腎炎型の IB、 およ びコクシジウ

ム症と診断された。

【対策】

IB対 策 と し て 、 同 じ 遺 伝 子 型 で あ る JP -Ⅰ の ワ ク チ ン の 接 種 、 コ

クシジウム対策として、引き続きサ ルファ剤の投与を指導した。ま

た、当農場では、約 10年 前 に は NDワ ク チ ンを接種していたが、手間

がかかることから、ワクチン接種を 中止していたので、今回併せて

NDワ クチン接種も指導した。

【ワクチンプログラム】

ワクチン接種の中止を防ぐため、飼養羽数約 1,000羽 、 コ マーシャ

ル 鶏 が 毎 月 約 10 0羽 孵 化 す る と い う こ と を 踏 ま え 、 乾 燥 生 ワ ク チ ン

の飲水投与にて、継続しやすい省力 的・効果的ワクチンプログラム

を提案した。コマーシャル鶏は毎月 孵化するため、 NDお よ び IBワ ク

チ ンの 1回 目 を約 7日 齢 および約 14日 齢 に 接種するとともに翌月群と

併せて 2回 目 を接種することとした。 (図 4) 種 鶏 群 は G× BPに 併せ て

1回 目 を接種した後、抗体価の推移を 確認しながら 2回 目 以降の時期

を検討することとした。

【 NDワ クチン効果確認】

コマーシャル鶏の A群 、B群 、種鶏の C群 について検査を実施した。

(図 5)A群 の 翌 月群は、台風による停電で孵卵器が止まり、全滅した

た め 、 翌 々 月 の B群 が 次 の 群 で あ る 。 そ の た め 、 A群 の NDワ ク チ ン 2

回 目 は 63日 目 で ある。 A群 ・ B群 については、 NDワ ク チ ン 1回 目 、 2回

目 接 種 の 後 、 C群 に つ い て は 、 1回 目 接 種 の 後 各 10羽 採 血 し 、 ND- H I

抗 体 検 査を実施し、幾何平均（ＧＭ 値）を算出した。結果はＡ～Ｃ

群で、 ND抗 体価の上昇が確認された。 (図 6)

【 IBワ クチン効果確認】

NDと 同 様 、 コ マ ー シ ャ ル 鶏 の A群 、 B群 、 種 鶏 の C群 に つ い て 検 査

を 実 施 し た 。 (図 7) 現 時 点 で 、 A群 ・ C群 に つ い て は 、 IBワ ク チ ン 1

回 接種の後、B群 については、接種前、各 10羽 採血し、日生研にて、

5羽 プールで、ワクチン株による中和検査を実施した。日生研では、

中和指数 2.0で 有 効 と判断している。ワ クチン未接種である B群 で は

値が低く、ワクチン 1回 接 種のＡ、 C群 で 、中和抗体価の上昇が確認

された。 (図 8)



【考察】

今回、当農場よるワクチン接種の 中止を防ぐため、乾燥生ワクチ

ンの飲水投与にて、継続しやすい省 力的・効果的ワクチンプログラ

ム を 提 案 し た 。 NDワ ク チ ン に つ い て 、 コ マ ー シ ャ ル 鶏 は 2回 、 種 鶏

は 1回 の 接 種 に よ り NDの 抗 体 価 が 上 昇 し た こ と か ら 有 効 で あ る と 考

え ら る 。 し か し 、 コ マ ー シ ャ ル 鶏 は 1回 目 接 種 後 の 抗 体 価 は 低 い 値

であった。若齢鶏への接種時、ワク チンを溶解する水の容量が多か

ったため、結果、ワクチン接種量が少なかった可能性がある。今後、

ワクチン濃度および投与量の検討が 必要である。また、種鶏群は時

間経過とともに抗体価の低下が予想 されるので、定期的な抗体検査

により次回接種時期を模索していき たい。 IBワ ク チンについても、

現時点の結果で、抗体価の上昇が確 認され、有効であると考えられ

る。近隣県でも近年発生があり再発 防止が重要であるので、今後の

結果をもとに適切なワクチンプログ ラムを指導していきたい。最後

に各種検査においてご協力いただい た動物衛生研究部門の真瀬昌司

先生、谷村信彦先生に深謝します。
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